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愛人の変容
一孔子から主席夫人まで-
吉田　隆英
3dE
同音異義語(homon叩)を更に分類すると同音同字異義語と同音異字異義語の二種類に
区分できるが､同音同字で意味が異なる場合･東アジアの漢字文化圏では欧米の言語学の
常識とはいささか違った様相を呈することとなるのは周知のとおりである｡すなわち漢字
文化圏の同音異義語の中には､使用される文字の特殊性によって､同形異義語と呼ぶべき､
同じ漢字を使いながら意味が異なるものが存在するo東アジアにおける同形異義語に関し
ては､漢字という世界的にも古くかつ特殊な表意文字の普及にともない,時代の変化によ
って意味分化が進行し拡大した結果異義が生じた場合と､中国での意味と東アジアの本来
無文字社会であった漢字受容国での解釈にズレがあることで異義になった場合などさまざ
まな可能性が考えられるo更にある単語について､中国とそれ以外の各国で､国ごとにそ
れぞれ意味が異なるという極端な事例も､実際に存在するか否かはともかく､想定可能で
あると言えよう｡
本稿においては､現在中国はもちろん日本でも日常的に一般に使用されている･､-ごく普
通にありふれた単語を中心にして､その成り立ちから時代の進展にともなう意味の変遷の
過程を追跡するとともに､中華人民共和国における､言語に内包された政治的かつ意図的
な解釈のありようについても検討を試みることとしたい｡筆者としてはいささか専門外の
領域であり､見当違いの誤解があるかもしれないけれども､敢えて大方の御叱正を乞い願
う次第である｡
(2)今日､日本国内において購入可能な現代中国語の辞書で､ ｢愛人｣という名詞を引い
てみると､
(1)夫､妻､配偶者｡
(2)恋人｡
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という二種類の解釈がおこなわれている｡しかしながら日本語の辞書で同様に｢愛人｣を
(3)
調べてみると､ 『新明解国語辞典』では､
(1)愛する人､恋人｡
(2) ｢情婦･情夫｣の娩曲な表現｡
とあって､現代中国語において第一義とされている配偶者の意味は日本語には存在せず､
日中間でいささか意味のズレが生じている｡-
(1)
もっとも､かつて日本でも｢愛人｣を｢アイレン｣と中国風に訓んで恋人の意味で使
用することが､昭和三十年代の頃に一部の党派の若者たちの間で流行したこともあったら
しい｡しかしそれが流布して一般化し､普遍的な語糞として日本語の中に定着することは
なかった｡筆者の知る限り､日本の国語辞書で｢アイレン｣と訓む単語を収録しているも
のは存在しない.ただ､ ｢愛人｣を配偶者と解釈する中国の新釈が､多くの日本人に一種
の衝撃を与えたことは間違いなく､それがこの｢アイレン｣につながったのではないかと
考えられる｡
要するに｢愛人(愛人) ｣という呼称は､中国語と日本語では､使用される文字が簡体
字か常用漢字かという違いがあるのでいささか留保が必要であるけれど､基本的には同じ
文字を使用した単語であっても､その意味が国によって異なるという､同形異義語の典型
であると言え､そうした例は実は枚挙に暇がない程存在する｡この度の本稿においては､
とり敢えず｢愛人｣という単語のみに焦点を絞って､中国と日本における語義解釈の変遷
の歴史を､日中両国において出版された,さまざまな辞書類の記述をも参照しながらたど
って行き､日中両国の言葉に対する感覚の相違についても考えてみたい｡
｢愛人｣という二音節の単語は､漢字で表せば僅か二文字に過ぎないが､れっきとした
熟語であり､その成立はかなり古く､はるか紀元前の遠い昔､儒学の大成者孔子(前
(5)
552-479)の時代にまでさかのぼり得る｡例えば『論語』冒頭の撃而篭､
子目､道千乗之囲､敬事而信､節用愛人､使民以時｡
子目く､千乗の国を治むるには､事を敬みて信あり､用を節して人を愛し､民を使う
に時を以てす｡
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｢愛｣は動詞で｢愛しいつくしむ､大切にする｣の意､ ｢人｣とは｢国民･民衆｣の意味
であり､この恐らくは最古の｢愛人｣の用例を別の形で言いかえるとするなら､引用部に
続く一節が参照されようC
子日､弟子入則孝､出則弟､謹而信､汎愛衆而親仁､行有線九則以単文｡
子日く､弟子入りては則ち孝､出でては則ち悌､謹みて信あり､汎く衆を愛して仁に
親しみ､行って余力あれば則ち以て文を学べ｡
(6)
要するに｢愛人｣とは｢愛衆｣とほぼ同義であり､また『論語』には見えないけれども
｢愛民｣とも通ずる､儒家の最も重視した仁と関係が深い成語であることについては顔淵
(7)
篇も参照されよう｡
契遅間仁､子日愛人､聞知､子日知人､契遅未達｡ (後略)
契遅､仁を問うo子日く･人を愛す､とo知を問う｡子日く､人を知る､と｡契遅末
だ達せず｡
(8)『論語』には契遅が師に仁について質問する場面が三回出て来る｡しかし､孔子の解答
はその度に異なり､ ｢愛人｣と答えたのは本篇においてのみである｡孔子の説明が質問の
度に違っていたが故にであろうか､契遅は師の言わんとするところがその場ではただちに
(9)理解できず､後に改めて子夏に尋ねることになったのである｡更に陽貨籍､
昔者値也､聞諸夫子､日､君子草道則愛人､小人華道則易使也｡
昔は値や､これを夫子に聞く､日く､君子道を学べば則ち人を愛し､小人道を学べば
則ち使い易し､と｡
この用例では発話者である子薪が先師の昔の発言を思い出して語っているのであるから､
｢愛人｣のことについて述べたのは撃而篇と同じく､孔夫子その人であったことは言うま
でもない｡
孔子の学統を受け継いだと自負する､性善説を説いた孟子(生没年不詳)も当然のこと
1h11
ながらその語を使用している｡ 『孟子』離婁章句下､
仁者愛人,有頑者敬人､愛人者､人常愛之､敬人者､人常敏之｡
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仁者は人を愛し､礼有る者は人を敬う｡人を愛する者は､人常にこれを愛し､人を敬
う者は､人常にこれを敬う｡
孟子が仁について語るその口調が､先に引いた『論語』をふまえてのものであるのは､そ
れが儒家にとって何よりも重要な倫理的概念であったからに他ならない｡
その意味で､孟子より後の戦国時代末期に活躍した､性悪説で知られる萄況の『萄子』
･lい
の記述は注目に値する｡その修身篇､
鱒恭敬而心忠信､術頑義而情愛人､横行天下､錐困四夷､人莫不貴0
体恭敬にして心忠信､術礼儀にして情愛人ならば､天下に横行し､四夷を囲むと錐も
人黄ばざるなし｡
この場合の｢愛人｣は人が仁と相通ずるが故に愛仁すなわち仁愛であり､いつくしみ愛す
ることである､と後世の儒者たちは解釈して来た｡しかし専門的でやや特殊なその解釈は､
現在ではいささか影のうすいものとなりつつあるけれども一応注意しておきたい｡
そうしたさまざまな議論をふまえて､儒学の経典のうち礼学関係の文献をまとめて漢代
(12)
に編纂された『碓記』壇弓篇に､
君子之愛人者以徳､細入之愛人也以姑息｡
君子の人を愛するや徳を以てし､細入の人を愛するや姑息を以てす｡
とあることを考えれば､ ｢愛人｣という熟語が儒学の根本理念のひとつである｢仁｣にか
かわる､士大夫たる者の心すべき､重要なキーワードのひとつとして､古くから頻繁に使
用されていたことについて疑問の余地はなかろう｡そしてその伝統的な解釈は､儒学を学
問として受容した､日本においてもずっと受け継がれて来たことは今更繰返すまでもない｡
1い
現代日本を代表する総合的国語辞書と称すべき『広辞苑』で｢愛人｣を調べてみると､
(1)人を愛すること｡
(2)愛する人､恋人｡
との二つの解釈が施されていることは､その熟語の本来の意味が､我が国においても永い
間､幅広く受容されて国民の常識となっていたことの反映であるとみなして良かろう｡
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それでは｢愛人｣に儒家的伝統的な解釈とは別の｢愛する異性･恋人｣という新しい意
味がおこなわれるようになったのは､いつどの国においてであろうか｡筆者のささやかな
調査によれば､その儒家からは到底容認することのできない意味は､中国ではなく日本に
おいて始まったものの如く､幕末の頃には既に一般的に使用されていたらしいo
3りEIE『日本国語大辞典』 (第二版)の記述によれば､幕府の命を承けて堀達之助(1823-94)
が主任となって編纂された､最も古い英和辞典のひとつで明治維新の頃のベストセラーで
thl
もあった､ 『英和対訳袖珍辞書』 (洋書調所､ 1862)に､
Honey　蜂蜜､愛人
とあるのが初見のようで､ ｢愛人｣というその新訳語はhoneyの他､ lover, sweet-heart
などの翻訳語として使用されるようになっていた模様である｡その結果､明治時代の文献
に使用されている｢愛人｣には｢人を愛しいつくしむ｣という伝統的な解釈と､ ｢愛する
異性･恋人｣という新しい意味の両方が併行して使用されているけれども､その新しい訳
(16)
語を積極的に使用したのが幕末の前後に生を受けた北村透谷(1868-9 4)を始めとする若
い文士たちであったことは､新しい時代の息吹を象徴するものであったとみなして良かろ
う｡もちろん､当然のことながら強い拒否反応もあったであろうけれどもロ
その一方､中国において｢愛する異性｣の意味の｢愛人｣がいつ頃から使われるように
なったかについてはいまださだかでない｡現時点で中国で出版された辞書の中で最も浩潮
Il∴
なものと認められる『況活大同典』を調べてみても､恋人の意味の｢愛人｣の用例とし
て引用されているのは茅盾(1896-1981)と巴金(1904-2005)の作品でしかなく､そんな
新しい用例しかないのかという疑念が生じて来る｡中国での用例の問題に関しては､なお
検討の余地が残るけれども､筆者の｢愛人｣日本起源説の推定を裏づけるものであると考
えて良かろう｡
更に筆者の推定には今ひとつ別の理由がある｡それは十九世紀の欧米の文学作品の翻訳
紹介において､おおむね日本の方が中国よりも常に先行して､新しい話題となった作品を
積極的に受入れていた､という物理的かつ客観的な理由にもとづく結論なのである｡その
(18)ことに関しては､近代中国における恋愛問題に詳しい､張競の所説が参照されよう｡
十九世紀半ばごろに西洋の恋愛慣習はすでに中国に紹介され､続いて十九世紀の終わ
りごろから小説や詩歌の翻訳によって､文学作品のなかに描かれた恋愛も中国に伝え
られていたo　しかし､知識人のあいだに合言葉となった｢自由恋愛｣は当時の多くの
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人たちにとって､まだ一つの理想に過ぎず､まるで海上に見える水平線のように遥か
彼方にあり､いくら追っても少しも近づいてこなかった｡
そうした折に､日本において欧米各国語から翻訳された文学作品が､酒国からの日本留
学生の手による重訳というかたちで母国に紹介され､それらの作品の中に恋人を意味する
｢愛人｣という､日本で造られた新しい訳夢が含まれており､それがそのまま華訳でも使
われたとしても何ら不思議ではない｡それにそもそも｢自由恋愛｣などあり得なかった科
挙体制の堅持されていたその国で､恋人を意味する新訳語が生み出される可能性はどれだ
けあったことであろうか｡もっともその点に関しては明治初期の日本もほぼ同様の状況で
あったと言えるかもしれないo　しかし日本には西欧の新文化を翻訳紹介する意欲と能力を
持った若い学徒も多く､しかも彼等は欧米文化の輸入に心を寄せる無数の若者たちの無言
の支援を背に受けていたのである｡
ところで､ ｢愛人｣という熟語の動詞｢愛｣が名詞｢人｣を修飾するという構造のこの
新解釈に関連して､古代には同様の用法が存在しなかったのかと言えばそうではない｡例
(19)       (20)
えば寵愛している女性の意味である｢愛女｣ ｢愛妾｣などの用例は､つとに紀元前の時
代から呼称として使用されていたことは明らかである｡そしてその事実は､妾や側室はい
ても恋人が存在することなど稀有であったその国の社会の状況を如実にものがたっている
と評することができよう｡
ただし､恋人の意味に関しては､実は｢愛人｣よりもずっと昔から使われている語糞の
L'い
あることをつけくわえておかねばなるまい｡それは｢情人｣で､もちろん現在でも使用
されているけれども､魂晋南北朝の頃には既に｢愛する異性｣の意味で使用されている｡
だが十九世紀の中国においては､伝統的な語糞ではあるがいささか古くさい｢情人｣より
も､耳ざわりの新しい逆輸入語｢愛人｣の方が､当時の若者たちに歓迎され好まれたので
はないだろうか｡筆者はそう考えている｡
四
｢愛人｣を男女を問わず配偶者の意味で使用することが一般に定着したのは社会主義政
(22)
権成立の後であるけれども､その語が配偶者の意味で最初に使われたのは中国共産党の
抗日革命根拠地であった延安においてであったことについては､疑問の余地はない｡しか
もその｢愛人｣は当初はある特定の人物をさすものであった可能性が大きい｡誰あろう後
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の毛沢東主席夫人にして文化大革命期の｢四人組｣の筆頭､もと藍亮の芸名で映画女優で
あった李進､字は雲鶴こと江青(1913-91)その人である｡まず江青の経歴を見てみよう｡
江青の生涯に関しては中国でも今ようやく冷静かつ客観的な評価が始まりつつあるので
はないかと考えられるが､いまだに十分であるとは言いがたい｡本稿では､比較的新しく
かつ公平であると思われる､中国以外の国において刊行された資料を中心にして検討を試
∴■こ､
みてみたい｡まず『岩波現代中国辞典』の記述､
江青1915-91.5. 14　毛沢東の妻で､文化大革命を推進した中心人物の1人｡山東省
諸城出身｡本名は李進､字は雲鶴､筆名は初潮など｡大工を父として生まれたが､幼
い時に母親とともに家を出てある地主のもとに女中として住み込んだ｡その地主の子
が康生であり､彼とはこの時から知合いであった｡ 29年済南山東実験戯曲学校で演劇
を学び､文芸宣伝活動に参加｡ 33年中共入党､上海で演劇活動に入る｡ 34年党の地下
活動に関わっているところを国民党当局に逮捕され､釈放以降､藍亮の芸名で映画に
出演｡芝居｢ノラ｣に主演､一躍名を馳せた｡映画監督の唐納と結婚(37年離婚) 0
康生の紹介で37年に延安入りし､ 38年に毛沢東と結婚､江青と改名｡建国後､政務
院文化部映画事業指導委員､党中央宣伝部映画処長などを担当｡ 50年代には映画｢酒
害秘史｣と｢武訓伝｣への批判運動を後押しした｡
毛との結婚に際して党は､江青がかつて国民党統治下にあった上海で演劇活動をし
ていた経歴を問題とし､彼女の政治活動への参加を禁止していた｡そのため､江青は
政治活動を控えていたが､ 64年京劇革命を推進､革命模範劇の演出に着手した｡ -
(24)
更に､関西地区の女性問題の研究者らによって編まれた『中国女性史入門J巨に収めら
れた最も新し'い江青の略伝､
江青は1914年､山東省で木工工房を経営する地主､李徳文の妾腹の娘として生まれた｡
女優を志して演劇を学び､ 1933年に上海に出て藍亮の名で映画や演劇に出演する｡そ
の後､ 1937年に共産党解放区である延安におもむくと､まもなく毛沢東と知りあい同
居した｡そして､毛沢東は彼女を江青と改名させた｡当時､毛沢東には長征にも同行
した妻賀子珍がいたが､長征中のあいつぐ妊娠･出産がもとで健康をそこね､モスク
ワで療養中であった｡共産党幹部は､毛沢東が革命に功績のある夫人と離婚し､国民
党統治下の上海で演劇活動をした経歴をもつ江青と結婚することに難色を示したo　し
かし最終的には､江青が｢毛沢東夫人｣を名のらないこと､党内の政治活動には関わ
一一111
らないことを条件に結婚を認め､翌年二人は結婚した｡毛沢東45歳､江青24歳のこ
とであった｡ --
毛沢東と江青の｢結婚｣以前に毛と賀子珍の関係はぬきさしならぬ状態となっており､
l:っ1
賀子珍は遠くモスクワにいた｡英国人研究者の執筆した毛沢東伝はかく述べる｡
--毛沢東と賀子珍の関係はぎくしゃくしたものになって久しかった｡ 1937年､賀子
珍は通算六回目となる妊娠に気づくと､上海の腕ききの病院に行きたいと毛沢東に願
い出たo上海で中絶手術を受け､自分の体内に残る稽散弾の破片の摘出手術も受けた
いと訴えたのだ｡日本軍の上海占領でこの計画が無理と知ると､今度はソ連に行くと
言い出した｡このとき､賀子珍は､毛沢東が自分以外の女性に惹かれ始めているので
はないかという疑惑を抱いていた｡賀子珍のソ連行きを阻止できなかっ′た毛沢東は一
一引きとめる気など毛頭なかったのかもしれないが一一治療のために彼女がソ連へ渡
ることを渋々承知した｡
毛沢東が江青と出会った頃､毛が単身状態であったことは間違いない｡そして彼等はい
つしか生活を共にするようになったらしい｡同じ毛沢東伝の記述､
賀子珍と子供たちがいなくなると､毛沢東は山東省出身の女優､江青二四歳と家庭を
もった｡江青は抗日戦の開戦と同時に延安を目指してやって来た若者の一人だった｡
二人の関係は､賀子珍を敬愛していた複数の党指導者を激怒させた｡
本引用において原著者が｢家庭をもった｣と娩曲な表現をしていることに注目しなければ
ならないo先に引用した二書の記述では｢結婚｣とされているが､実際のところ毛沢東と
江青は･党の出した条件を受けいれることを前提として同居を認められたに過ぎず､ 1938
年の時点においては､正式に結婚を承認された訳ではなかったことは公然の秘密であった｡
l:トlでは､党の条件とはどのような内容であったのであろうか｡日本人研究者の報告､
-､江青は｢毛沢東夫人｣と名のらず､単に｢江育同志｣と称する｡
二､江青は毛沢東の日常の生活を世話する｢生活秘書｣を務めるのみで､党の一切の
職務に就かず､党の人事および事務に関与しない｡
三､本件は先例とせず､他の同志は援用できない｡
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要するに江青がその時点においては毛沢東の妻として正式に承認されていた訳ではなく､
恋人の意味の｢愛人｣という存在にすぎなかったことは､以上の資料から明白であると断
じて良かろう｡彼女がいつ頃まで｢愛人｣と呼ばれていたかはさだかではないが､日中戦
争終結後の1946年に馬で延安に到った､中国語に堪能な若いアメリカ人は､革命根拠地恒
し∴1
例の土曜の夜のダンスパーティーの会場の有様を次のように回想しているo
突然ざわめきが起こり､軍服のオーバーを着た女性が入ってきたo憂いを含んだ表情
さえ見せなければ､彼女は椅麗な人だと言えたかも知れない｡ ｢あれは毛夫人の江青
アイレン
ですよ｣私の傍にいた人がささやいた｡彼は｢愛人｣という言葉を使ったが､これは
共産党が常用している配偶者の意味である｡
その頃既に｢愛人｣には配偶者の意味が生じていたのかもしれないが､それはもとはと言
えば主席と久しく生活を共にしている江育同志のことを､周囲の人々が｢愛人｣と呼んで
いたからに他あるまい｡
｢夫人｣と呼ぶ訳にはゆかぬ江青をどう呼ぶべきかという問題が生じた二人の｢結婚｣
の後､政治局が決めたかどうかは明らかではないが､当時恋人の意味で通用していた｢愛
人｣が､主席の傍らにいる江青同志の呼称として使われるようになっていたとしても何ら
不思議ではない｡少なくとも｢愛人｣は伝統的な｢情人｣よりも新鮮な響を持つ言葉であ
ったが故に｡そして毛沢東と賀子珍との離婚が認められ､江青が実質的な主席夫人とみな
されるようになった頃には､ ｢愛人｣が共産党の支配地域において､配偶者を意味する呼
称として､広範に使用されるようになっていたというのが実情ではなかったであろうか｡
五
ここで再び『況清大河典』にもどらなければならない｡先述のとおり､その辞書におけ
る恋人の意味の用例は､比較的新しい茅盾と巴金のみであった｡それでは配偶者の意味の
用例はどうなっているのであろうか｡それは僅か一例のみ､畢秋白(189811935)の『乱弾』
(28)
に収められている『俄悔』の一節である｡その作品は1930年代はじめに発表された散文
で､ 『俄悔』は｢財神還是反財神?｣中の一章である｡当時は紅軍と国民政府軍の戦闘が
各地でくりひろげられる一方､東北においては日本軍の動きが活発で､満州事変の勃発は
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1931年九月のことであった｡そうした騒然たる世情のもとで執筆された､その文章の『況
岳大河典』の引用部分をまず見ることにしよう｡
落拓的畢生青年･常常食倣着這様甜蜜的幻夢･--将来伐到相昔的職業､不一定太閤､
甚至於狼滴苦的､可是有一個愛人在懐裏､有一個温暖的家庭--
この部分の和訳については慎重の上にも慎重を期さねばならない｡まず､ 『沈潜大同典』
編集部の方針に沿った､模範的な訳を試みると以下のように訳せようかC
志を得ていない学生や若者は､いつもこのような甘い空想を抱いているものである､
｢将来しかるべき職業に就き､裕福であるか､それとも清貧であるかはわからないが､
し申､.し妻が側らにおり､温かい家庭があったなら-･･･｣と.
しかし､本引用は『儀悔』~のはんの一部にしか過ぎない｡とりわけ注意しなければなら
(29)
ないのは､引用の直前の部分､作家黒炎の『戦線』を引いた個所である｡そこには二等
兵として従軍している若者の独白があり､それを承けて引用部分が始まるのであるが､そ
の個所の冒頭にある｢這是什磨?｣の一句は何故か省略されている｡そして､引用部に続
く部分はこの間題を考える上で更に重要であると考えられる｡
･--這種『理想』 ､比較営工人営車夫的『理想』似乎不同些､似乎要細賦些､也許『将
来的家庭』的書房衰運要掛一義古雅的童着花的電燈署｡可是賓際上､這両個『理想』
■
同様是小資産階級分子的市倫式的理想｡這其責也是一種奴隷的心｡
---そんな｢理想｣は労働者や車夫の｢理想｣と比べたなら､いささか違い､よりこ
まやかなものであり､恐らく(彼等の) ｢将来の家庭｣の書斎にはやはり古風で上品
な花を描いた笠のかかった電気スタンドがあることであろう｡しかし実際のところ､
その二つの｢理想｣は共にプチブル階級の俗物的理想なのである｡それも実は一種の
奴隷的心情なのである｡
ここまで見てみると最初の引用部分の内容がより理解しやすくなる｡従ってその｢愛人｣
は｢妻･配偶者｣と訳出できない訳ではないけれども､その｢理想｣が段階を踏まえてい
ることを忘れてはならない｡すなわち､それなりの職業に就き､人並の生活を始め､愛す
る人を得て･そして彼女と結婚して家庭を作る､と順序を踏んで解釈すべきであって､省
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略のある『況培大司典』の引用部分だけを見れば､その原文にある｢愛人｣を｢妻｣と訳
しても良いように見えなくもないが､それはいささか飛躍が過ぎるというものである｡そ
のことから考えると､ ｢妻(夫) ｣あるいは｢配偶者｣と訳出できる可能性のある比較的
古い文章となると､畢秋白の本引用以外にはどこにも見出すことができなかったのではな
いかということである｡
周知の通り埋秋白は､五･四運動に参加した経歴をもつ中国共産党初期の指導者のひと
りであるが､後に国民党に逮捕されて処刑されている｡その意味では『沈潜大同典』の用
例として引用するに最もふさわしい人物であると述べても過言ではない｡それはともかく､
屡秋白の『俄悔』の一節中に見える｢愛人｣を｢恋人｣と訳さず､ ｢妻(配偶者) ｣とい
ささか悉意的かつ意図的に解釈することによって､長征以前の時期に｢愛人｣には配偶者
の意味の先例が存在する､と強弁しているのではないかと感じるのは筆者だけではあるま
い｡要するに無理矢理作りだされた解釈なのである｡
く30)
次に恋人の意味の用例について検討してみよう｡まず茅盾の｢雪辻的故事｣ ､
不曽析悦男迭有愛人也没有唯友兄辻雪迭在拭愛人｡
かつて馬連に恋人がいると聞いたことはなく､また誰も馬達が恋人を捜しているのを
見たことがない｡
この馬連(1903-78)は実在した著名な木刻家である｡現在の広西チワン族自治区北流市生ま
れの彼が革命根拠地に設立された魯迅芸術学院で教鞭をとっていた時期のことを描いた本
散文は1945年に発表されたものである｡
もうひとつの用例についてもふれておかねばなるまい｡巴金の用例は彼の処女作である
(31)
『滅亡』から引用されている｡従って1920年代後半に発表されたこちらの方がより古い
用例であるということになる｡それにしても､それ以前にも用例はある筈なのに､何故に
茅盾であり巴金が引かれているのであろうか｡それには豊秋白の用例のことが関係してい
るように思われるが､残念ながら証拠となるものはなく､その間題に関しては今後の課題
としておきたい｡しかし､以上の｢愛人｣の用例を並べてみると､どこか不自然な､ある
いはもっと率直に言えば､意図的なものがあ考ように思えてならない｡すなわち､ 『況培
大河典』の関係者達は延安における毛沢東と江青の｢結婚｣をめぐるいきさつを承知の上
で､その同じ時期に延安で教鞭をとっていた馬達のことを描いた茅盾の散文を､ ｢愛人｣
が配偶者と解釈されはじめていた頃にも､恋人の意味が存在していたあかしとして､敢え
て用例として引用したのではないかということである｡しかしそれについても確たる証拠
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がある訳ではない｡が､その可能性に関しては今後検討の余地は大きいと言えよう｡
六
中華人民共和国の成立とともに､晴れて主席夫人の座についた｢愛人｣江青ではあった
が､彼女が公東の面前に姿を現す迄には更に時間が必要であったo延安における三か条の
｢条件｣を毛沢東と江青の二人が遵守していたからでもないようであるが､中国の一般国
民が主席夫人江青の写真を初めて見たのは､驚くべきことに建国より十三年も後､ 1962年
3JC石E
の秋のことなのである｡当時七歳の少年であった人物の証言､
教壇の上の､部屋の中央に高く掲げられている毛の肖像は､まるで慈父のように見え
て､聖なる神様のような存在であったo　しかし､ある日､新聞に載った一枚の写真が
私たちを驚かせる｡それは､毛沢東と江青夫人の写真であった｡ -- (中略) ･--ず
つと毛沢東がひとりだけいる写真を見てきたため､急に夫人が傍らに姿を現すと､違
和感を覚えた｡この時､はじめて神様である毛主席はひとりで生活しているのではな
く､締麗な奥さんと一緒であることを知った｡毛については､北朝鮮の金正日とまっ
たく同じように､夫人を含めた私生活にかかわる情報はいっさい公開されていなかっ
たのである｡
その年中国を公式訪問していたインドネシアのスカルノ大統領の第二夫人ハルティ二は､
恐らく中南海の毛沢東の執務室において､毛と江青に面会した｡それは九月二十九日午後
ILしこl
のことであった｡翌三十日の｢人民日報｣第一版(面)に握手するハルティ二と毛沢東､
その間に立ってにこやかに微笑む江青の写真が掲載されている｡注目すべきは､撮影した
新華社の記者が､わざわざ｢中間是毛主席夫人江青｣という説明をつけていることである｡
それがほとんどの国民にとって前主席夫人の顔など､それ迄全くなじみがなかったことの
証拠にあらずして何であろうか｡
その翌日､十月一日は国家最大の祝日国慶節である｡その日､天安門の楼上に他の国家
指導者や外国からの賓客らとともに､ハルティ二と江青の二人が姿を見せていたことにつ
いては､当時友好人士として頻繁に中国を訪れ､その年も天安門上から国慶節のパレード
バ小
を見物していた有吉佐和子の証言からも裏づけられる｡そしてその事実から類推するな
ら､毛沢東が文化大革命の発動を秘かに決意したのは､その年すなわち1962年であり､そ
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の決意のあらわれが江青の登場ではなかったかと考えられないであろうか｡
1962年の時点では､国家主席は劉少奇であった｡しかし､毛沢東はなお隠然たる力を保
持しており､毛が新国家主席らによる改革政策を､自分の立てた方針に対する公然たる挑
戦であると考えたとしても不思議ではない｡そこで巧妙な戦略家毛沢東は､劉少奇を筆頭
とする実務派から権力を奪い返す為の最初の手駒として､自分の妻を表に出して使うこと
を考えつき､実行に移したのではなかろうか｡だから江青が表舞台に登場したのである｡
1962年というその年は､ ｢大躍進｣にともなう大飢健の終息した次の年であり､後にな
って判明したことではあるが､中国全土に安心感と小康感が漂っていた年であったらしい
ことは注目に値する｡毛沢東はその時､自分の｢小さな失敗｣などもう済んだことだと思
っていたのではなかろうか｡もちろん､それらの問題については､今後とも更なる検討が
必要である｡しかしここ迄見て来た幾つもの事実と信じられる断片的資料をふまえた上で､
現時点において筆者はそう確信している｡
以上､紀元前の孔子の時代から使用されていた､儒学に関係の深い｢愛人｣という熟語
が､時間の変化とともに日本において別の解釈を生み､それが母国に逆輸入された後､更
に意図的な意味の拡張によって､配偶者と解されてその新解釈が定着して行く過程を追跡
してきたが､筆者の見解に対しては異論も存在することであろう｡しかし言葉は常に変化
している｡近い将来中国において､ ｢愛人｣から配偶者の意味がなくなったとしても驚く
べきことであるとは言えまい｡
最後に､江青のことを｢愛人｣と呼んだのは､自然発生的にそうなったのか､それとも
人為的なものかという問題が残されている｡そのことに関しては､党と主席の威厳と無謬
性を損なわない為の､政治的配慮も働いた人為的なものではなかったかと考えてよかろう｡
そしてその結果として､解放区に配偶者の意味の｢愛人｣がひろまり､それが一般化して
いつしか恋人の意味をしのぐようになったとしても不思議ではない｡江青と毛沢東が正式
l.a:.I
に｢結婚｣した時期のことを含めて残された問題は少なくない｡それらについては今後
の新たな資料の公開に期待する次第である｡
註
(1)同音異義語に関しては風間喜代三｢同音語｣ ( 『大百科事典』 10､平凡社､ 1985)
及び三根谷徹｢文字｣ ( 『大百科事典』 14)を参照した｡
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(2)手もとにある中国語辞典を調べてみると､第一義を配偶者､第二義を恋人としてい
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(三省堂､ f984)となっており､比較的古い辞書はおおむね配偶者を第一義としていな
い｡中国語学研究会編『中国語学事典』 (江南書院､ 1958)語柔篇の｢新しい語･転義
した語｣中にも｢愛人｣の項目があるが､ (1)恋人(2)夫婦の相互呼称とあり､そ
のことからも配偶者の意味が定着するのに時間を要したことが理解できよう｡
(3) 『新明解国語辞典』 (三省堂､ 1972) ｡なお念の為に別の辞書『明鏡国語辞典』 (大
修館､ 2002)を調べてみると､
(1)情婦･情夫など､特別な関係にある異性を遠回しに言う語｡
(2) 〔古い言い方で〕恋人｡
と解されており､恋人の意味さえ古い言いまわしとされている｡
(4)柴田糊『贈る言葉』 ､引用は新潮文庫､ 1971刊による｡単行本は1966刊｡
(5) 『論語注疏解経』巻一､学而篇｡
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(10) 『孟子注疏解経』巻八下､離婁章句下｡
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恋人の意味の｢愛人｣の出典として『英和対訳袖珍辞書』をあげている｡
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る｢愛｣の問題については､佐伯順子『 ｢色｣と｢愛｣の比較文化史』 (岩波書店､ 1998)
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(17) 『況培大河典』第七巻(況漕大同典出版社､ 1991)所収､ ｢愛｣字項.なお本辞典
は⑤惹人善愛の用例として『児女英雄伝』を引くが､その文は第六回ではなく第九回の
誤り｡
(18)張競『近代中国と｢恋愛｣の発見』 (岩波書店､ 1995) 0
(19) 『戦国策』巻十五､楚策二｡
(20) 『韓非子集釈』巻四､姦劫武臣｡
(21) 『楽府詩集』巻四十四､滴商曲辞一､子夜四時歌秋歌二に､
情人不還卦､冶遊歩明月
とある｡
(22)配偶者の意味の定着が国共内戦終了後であることについては前註(2)引く『中日
辞典』 (小学館､ 1992)等参照｡
(23)高橋裕三｢江青｣ ( 『岩波現代中国事典』 ､岩波書店､ 1999) 0
(24)竹内理樺｢江青と文化大革命｣ (関西中国女性史研究会編『中国女性史入門　女た
ちの今と昔』 ､人文書院､ 2005)所収｡
(25)ジョナサン･スペンス､小泉朝子訳『毛沢東』 (岩波書店､ 2002) ｡原著はペンギ
ン評伝双書の一冊として1999刊｡
毛沢東と江青の｢結婚｣をめぐる波紋については､ ClareHollingworth,Mao and the
men against hint Jonathan Cape. London. 1985にも記述があるo
また､伊原吉之助｢江青｣ (山田辰雄編『近代中国人名辞典』 ､霞山会､ -r995)杏
も参照｡
(26)伊藤潔｢毛沢東最後の=愛人=張玉鳳｣ ( ｢中央公論｣ 1988年6月号､所収) 0
なお､この間題については､京夫子､船山秀夫編訳『毛沢東　最後の女』 (中公文庫､
1999) ､原著は『毛沢東和他的女人僧』 (台湾､聯経出版事業公司､ 1990)にも同様の
記述がある｡その書に関しては､矢吹晋｢書評『毛沢東最後の女』 ｣ ( 『蒼蒼』 73号､
1997)が､本書の記述を｢史実と誤認｣してはいけない､ときびしい評価を下している
が､毛沢東と江青のなれそめと｢結婚｣の部分については､他の記述と比較しても裏づ
けがあるように思われ､ほぼ正確なものと認めてよいと判断する｡
(27) S･リッテンバーク,A･ベネット　金連線訳『毛沢東に魅せられたアメリカ人』上
(筑摩書房､ 1997) ｡原著は1993刊｡延安において江青を目撃したのはリッテンバーク
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である｡
(28) 『埋秋白文集』 (-) (人民文学出版社､ 1953)所収｡本書は北海道大学付属図書
館所蔵本を参照した｡本書閲覧の手配を整えていただいた北海道大学の須藤洋一教授に
感謝申しあげる｡
(29)黒炎(1911-?) ､本名は任雅谷､広東省南海の^o小説『戦線』は1931年の｢小
説月報｣ 22巻10期から12期に掲載され､後に上海の｢文飯小品｣ ､香港の｢小説月刊｣
等にも掲載め由o 『戦線』は彼の唯一の小説で､犀秋白に引用されなければ注目される
こともなかったであろう｡参照:徐廼期･玖鴻編『中国現代文学作者等名東』 (湖南文乞
出版社､ 1988)｡
(30) 『茅盾全集』第十二巻(人民文学出版社､ 1986)所収｡
(31)巴金が処女作『滅亡』 (1929刊)を執筆したのは1927年から一年間パリに留学し
ていた時期である｡参照:立間祥介｢巴金｣ ( 『日本大百科全書』電子版､小学館､ 96) 0
(32)邸海溝『中国セックス文化大革命』 (新潮社､ 2007) 0
(33) ｢人民目指｣の当該記事見出しは｢毛主席和夫入江青接見姶帯舵･芽加堵夫人｣ ､
引用は｢ 『人民臼扱』圏文数据光盆｣ (人民目指出版社､刊行年記載なし)による｡な
お本写真は楊銀禄『毛沢東夫人江青の真実』 (海竜社､ 2001)に収められているが､ハル
ティこの名を誤っている｡
(34)有吉佐和子『有言佐和子の中国レポート』 (新潮文庫､ 1983) ｡原著は1979刊｡
(35)江青が正式に毛沢東夫人と認められたのがいつであるかについてはいまださだかで
はないが･毛と賀子珍の離婚成立の後であることは間違いない｡それ迄の間､事実上の
夫婦であったとはいえ､江青が｢愛人｣であったことに関しては､讃磁美｢あげくの果
てが首吊り･江青小伝｣ (講著『チャイニーズ･パズルー知られざる中国事情』 ､新潮
社､ 1994､初出は｢新潮45｣ 91年7月号所収)に指摘があるC
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